
2022
令和４年

No.287
毎月１日発行

２月号

市LINE公式アカウント
生活に欠かせない
様々な情報をお届けします !

友だち追加はこちらから→

【湯殿山スキー場】
標高差170ｍの変化に富んだ
様々なコースがある同スキー
場。そり滑りコーナーもあり、
小さな子供でも楽しめます。
４月３日（日）まで営業します。

ＧＩＧＡスクール構想の現在と未来〈特集〉

新型コロナワクチン接種のお知らせ〈特集〉

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金のお知らせ（11ページ）



令和４年１月18日現在の情報です。

◎担当　新型コロナウイルスワクチン接種対策室（にこ♥ふる）
※接種に関するお問合せは鶴岡市コロナワクチン相談・予約センター☎0120-125-226へ

※国の動向などにより、掲載内容が変更となる場合があります。最新の情報は市ホームページをご覧ください。

接種するワクチン

　ファイザー社製と武田／モデルナ社製の２種類です。どちらも国の薬事承認を
受け、安全性と効果が確認されたもので、１回目・２回目に打ったワクチンの種
類にかかわらず接種することができます。詳しくは本紙に折り込みの「追加（３
回目）接種に使用するワクチンについてのお知らせ」をご覧ください。
　ワクチンは国から市にほぼ同数ずつ配分され、量には限りがあります。ワクチ
ンの種類にこだわらず接種いただくようご協力をお願いします。

　追加接種を実施する各医療機関での個別接種を中心に実施します。
　集団接種については、３月中旬以降に、羽黒コミュニティセンター、温海ふれあ
いセンターで実施することを計画しています。詳細は決まり次第お知らせします。

接種会場　

※医療機関等の詳細は同封のお知らせをご覧ください。

今後の１回目・2回目接種
これから12歳になる方…�誕生月の月末に接種券を発送します。

12歳以上でまだ接種していない方…医院受付（窓口・電話）をしている医療機
関に、１回目の接種であることを伝えて直接お申し込みください。
※医療機関は「追加（３回目）接種のしおり」をご覧ください。
※ウェブ・ライン、コールセンターでは予約できません。

　インターネットに不慣れな方などを支援する相談窓口を設置しています。接種
券をご準備の上、お気軽にご相談ください。

窓　　口 受付時間

【コールセンター】
�鶴岡市コロナワクチン相談・予約センター
 ☎0120-125-226

8：30～17：15
（土曜・日曜日、祝日も対応）

【市役所本所】鶴岡市総合相談室� 平日 9：00～16：00
（温海庁舎では木曜・金曜日に専用窓口を設置）【各地域庁舎】市民福祉課

予約についての相談窓口
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転入した方への接種券発送
１回目・２回目の接種が終わっていない方…転入届出日の翌週に発送します

　　２回目接種が終わっている方…上記の表のとおり発送します
　　※前住所地での接種履歴が確認できない場合、ご本人に連絡をすることがあります。

希望する全ての方が円滑に接種できるよう、早目の接種にご協力をお願いします

接種券発送予定日、接種推奨期間　

　国の接種間隔の方針が変更＊されたため、鶴岡市では接種時期を前倒しします。

　接種券は、予約時の混雑緩和のため、下記の表のとおり発送します。

※�広報つるおか１月号や、接種券と一緒に届く「接種のお知らせ」から「接種
券発送予定日」「接種推奨期間」を変更していますのでご注意ください。

※以降、対象となる方に順次発送します。

＊令和４年１月13日付け厚生労働省事務連絡

２回目の接種をした日 接種券発送予定日 接種推奨期間

昨年6/1（火）～ 20（日） 1/25（火）、27（木）

接種券が届いてから
３週間をめどに

予約・接種してください

昨年6/21（月）～ 27（日） 2/1（火）、3（木）

昨年6/28（月）～ 7/6（火） 2/8（火）、10（木）

昨年7/7（水）～ 13（火） 2/15（火）

昨年7/14（水）～ 20（火） 2/17（木）

昨年7/21（水）～ 27（火） 2/22（火）、24（木）

特 集 新型コロナワクチン接種のお知らせ

ー ３回目の接種が始まります ー
　２月２日（水）から65歳以上の方の接種を開始します。
　接種券は該当する方に順次発送します。お手元に届き次第予約してください。
　接種できる医療機関や予約方法などの詳細は本紙に折り込みの「追加（３回目）
接種のしおり」をご覧ください。

広報つるおか　2022 . 23
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◎問合せ　学校教育課（櫛引庁舎）☎57‐4864

　

鶴
岡
市
で
は
、
国
の
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
」
に
基
づ
き
、
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
学
習
を
進
め
て

い
ま
す
。
昨
年
度
に
市
内
全
小
・
中
学
校

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
や
充
電
保
管
庫
、

児
童
・
生
徒
全
員
分
の
端
末
の
配
備
を
完

了
し
、
今
年
度
か
ら
本
格
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
な
ぜ
必
要
？

　

私
た
ち
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
物

を
す
る
な
ど
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
情
報

収
集
だ
け
で
な
く
、
情
報
を
解
析
す
る
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
な
ど
の
先
端
技
術
を
産

業
や
社
会
生
活
に
取
り
込
む
こ
と
で
経
済

を
発
展
さ
せ
、
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る

時
代
が
来
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
子
供
た
ち
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る

資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
、
自
ら
考
え
主

体
的
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で

す
。
そ
の
力
を
育
む
た
め
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
教
育
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

３
年
掛
け
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

　

市
で
は
、
そ
の
た
め
の
教
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、令
和
２
年
度
は「
整

備
・
周
知
」、
今
年
度
は
「
吸
収
・
使
用
」、

最
終
年
度
で
あ
る
４
年
度
は
「
活
用
・
発

信
」
を
テ
ー
マ
に
位
置
付
け
、
３
年
を
掛

け
て
基
本
か
ら
応
用
へ
と
、
ス
テ
ッ
プ
ア

ッ
プ
し
て
い
く
よ
う
研
修
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
最
終
年
度
は
、
教
員
が
自
分
の
実

践
を
発
信
し
、
共
有
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
授
業
の
質
の
向
上
が
期
待
で
き
、

市
内
の
学
校
全
体
の
底
上
げ
に
つ
な
が
り

ま
す
。
多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
１
人
取
り

残
す
こ
と
な
く
、
学
び
を
深
め
ら
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ＧＩＧＡスクール構想とは？

１人１台のタブレット端末と、高速
大容量の通信ネットワーク環境を一
体的に整備することで、一人ひとり
の学習状況に応じた教育の実現を目
指す文部科学省の構想

ＩＣＴとは？

I
イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

nformation and C
コ ミ ュ ニ ケ ― シ ョ ン

ommunication 
T
テ ク ノ ロ ジ ー

echnologyの略で、パソコンやス
マートフォン、タブレットなどを活
用した情報処理や通信技術のこと

　本市では、ＳＤＧｓ未来都市として、市民生活
をより便利に、より暮らしやすくするため、総合
的なデジタル化戦略の具体化に取り組んでいます。
　今回の特集では、教育分野のデジタル化として、
Ｇ

ギ ガ
ＩＧＡスクール構想の実現に向けた学校の取り

組みを紹介します。

ＧＩＧＡスクール構想の
現在と未来

特 集
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それぞれの子供が持つ多様な力が引き出されるツールとして期待

学校ではどのように使っているの？
　ＩＣＴを活用した教育が導入された今、授業風景はどのように変わったのでしょうか。学校や学年
によって使う頻度に差はありますが、タブレットの活用方法は様々。各学校では、その利点を生かし、
より効果的な授業になるよう取り組んでいます。どのように利用されているか、朝暘一小、羽黒小、
朝日中の例を紹介します。

朝暘一小　
校長　鈴木 郁生 先生

　昨年の４月からタブレットを取り入れ
た授業を行っていて、子供たちの能力を
最大限引き出すための活用法を探りなが
ら各教員が実践しています。学年や教科
によって活用方法は違いますが、教員同
士アイデアを出し合って、学校全体でＩ
ＣＴ教育の底上げを図っています。
　タブレットの利点は、子供たちの学習
の成果だけでなく、その過程が記録で分
かることですね。それが可能になったこ
とで、教員の負担が減ると同時に、学習
状況の理解がより深くなったと感じます。

　子供たちはタブレットを使った学習を
とても前向きに捉えています。様々な使
い方があるので、その可能性の広がりを
面白いと感じ、自分なりに学習に活用し
ようとしている子供もいます。今後その
ような子供が増えていってほしいですね。
　本校では、家庭と一体となってＩＣＴ
教育に取り組んでいく目的から、子供が
週末に端末を持ち帰っています。使い方
のルール作りとともに、親子で会話しな
がら有効的な活用方法を一緒に考えてい
ただけたらと思っています。

朝暘一小１年　
山
やまぐち

口 美
み さ お

青 さん

授業で写真を撮る
のが楽しいです

朝暘一小２年　
五
い が ら し

十嵐 大
た い ち

智 さん

使
い
方
が
ち
ょ
っ
と

難
し
い
と
こ
ろ
も
あ

る
け
ど
、
授
業
が
分

か
り
や
す
く
な
っ
た

まずは充電保管庫から１人
ひとりが持っていきます

タブレットのカメラ機能で
自分の作品をカシャッ

写真を入れた作品カードを
見せ合います

ビンゴの様子。先生が出した
かけ算の答えと同じ数字が出
たら当たり！

ドットの数を出すための計算
方法を印を付けながら説明し
ています

１年生は図工の授業です。この日は、ペットボトルのキャップを並べたり、
重ねたりして、自分の好きな形を作ります。自分の作品をタブレットで写
真に撮って、デジタル上のノートで作品カードを作ります。

２年生は算数の授業です。はじめにデジタル上のノートを使いビ
ンゴをしました。その後、ドットの数について、複数の計算式を
使って答えを導き出すよう、自分で計算方法を考えます。最後に
みんなの前で自分の考えをタブレットとモニターで説明します。

朝暘一小の取り組み　―１年生・２年生（小学校低学年）
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タ
ブ
レ
ッ
ト
は
新
し
い
文
房
具

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
鉛
筆
や
ノ
ー
ト

と
並
ぶ
新
し
い
文
房
具
と
し
て
１
人
に
１

台
配
備
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
使
う
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
、
手
段
の
一
つ
で
す
。

教
育
の
本
質
は
変
わ
ら
ず
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効

果
的
に
使
う
こ
と
で
、「
主
体
的
に
な
る
」

「
対
話
が
増
え
る
」「
学
び
が
深
ま
る
」
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
に
身
に
付
け
て
ほ
し
い
能
力

に
よ
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
と
こ
れ
ま
で

の
鉛
筆
で
書
く
と
い
う
学
習
の
使
い
分
け

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

学
校
だ
け
で
な
く
自
宅
で
も
活
用

　

１
人
に
１
台
貸
与
す
る
こ
と
で
、
学
校

に
限
ら
ず
、
自
宅
に
持
ち
帰
っ
て
使
用
す

る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
や
自
然
災
害
な

ど
で
の
臨
時
休
業
の
際
に
も
、
子
供
た
ち

の
学
び
を
止
め
な
い
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
入
院
な
ど
様
々
な
理
由
で

通
学
が
困
難
に
な
っ
た
子
供
の
学
習
機
会

も
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
宅
へ
の
持
ち
帰
り
は
体
制
が
整
っ
た

学
校
か
ら
順
次
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
週
末

な
ど
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
宿
題
を
出

し
て
い
る
学
校
も
あ
り
、
今
後
家
庭
で
の

活
用
の
幅
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。
ま

た
、
通
信
環
境
も
含
め
、
自
宅
で
使
用
す

る
こ
と
へ
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
家
庭
に

も
対
応
す
る
た
め
の
支
援
も
同
時
に
行
っ

て
い
き
ま
す
。

羽黒小５年　
山
やまなか

中 陽
ひ な た

向 さん

朝学習でも使って
います。鉛筆で字
を書かないで、タ
イピングでやるの
も楽しいです

グループで発表し合い、良いと
ころや改善点を出し合います

グループ学習の後、みんなの前
で発表する練習をしました

６年生は英語の授業です。自分にとっての小学校生活の一番の思い出を分かりや
すく伝えるために、プレゼンテーションソフトでスライドを作り、発表します。
この翌週に発表の本番を控え、グループで紹介し合って、意見をもらいます。

羽黒小６年　
今
い ま い

井 爽
さ わ

羽 さん 言
葉
だ
け
で
は
表
現
し
き
れ
な
い
場

面
も
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
な
が
ら
分
か
り
や
す
く

表
せ
る
の
で
、
と
て
も
便
利
で
す

５年生は英語の授業です。自分の行きたい国を英語で紹介するため、その国のこと
をタブレットで検索します。国旗や見たい景色、食べたい物などを自分のスライド
に貼り付け、プリントアウト。その紙に英語の文を書き足し、作品の完成です。

インターネットで行
きたい国のことを調
べます

全てのタブレットを
プリンターにつなぐ
ことができます

▲

総合の授業
では、羽黒地
域の自慢でき
る所について、
プレゼンテー
ションソフトを使ってパンフレット
を作りました。どれも力作です！

羽黒小の取り組み　―５年生・６年生（小学校高学年）

子供の力を伸ばす仕組み作りが大切
伸ばしたいと思っている力を重点的に育成
できるのがタブレットの強みだと思います。
これまで人前で話すことが苦手だった子も、
タブレットを使うことで新しい自分への気
付きがあったり、伝えたいことが膨らんで
きたりして、自己表現ができるようになっ
てきています。コミュニケーション能力の
育成にもつながっていると感じています。羽黒小　本間 歌 先生
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
学
び
が
変
わ
る

　

時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
、
教
育
も
先
を
見
通
し
変
わ
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
教
育
に
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ

せ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
生
き
抜
く
力

を
育
み
、
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
て

い
け
る
よ
う
、
継
続
し
て
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

ご家庭のインターネット環境の整備を支援します
　１人１台タブレット端末を家庭で使うため、市ではインターネット環境
のない家庭を支援しています。詳しくは各学校にお問い合わせください。

【支援内容】
①モバイルWi-Fiルータの貸出し
　●対象　インターネット環境のない家庭
　※通信費の契約・支払いは、原則各家庭で対応。
②SIMカードの貸出し（通信費の補助　①とセットで貸し出します）
　●対象　インターネット環境のない要保護・準要保護世帯
　※学校で貸与したタブレット端末のみつながる設定になっています。

ＧＩＧＡスクール構想の現在と未来

朝日中３年　
小
お の で ら

野寺 里
り ほ

歩 さん

全校生徒を対象に「情報モラル講話」を実施しました
　全校生徒が体育館に机と椅子を持ち込んでの講話。
タブレットで講師の質問に回答したり、最後の振り返
りを行ったりしました。
　自分の意見がスクリーン
に映ったり、講師に取り上
げてもらったりすることで、
より主体的に参加すること
ができました。

以
前
よ
り
も
考
え
て
解
く
課
題

が
多
く
な
っ
た
の
で
、
自
分
の

考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

て
、
授
業
の
内
容
が
よ
く
分
か

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
考
え
を
モ
ニ
タ
ー
に

映
し
て
共
有
で
き
る
の
も
い
い

と
思
い
ま
す

朝日中３年（生徒会長）
佐
さ と う

藤 大
や ま と

和 さん

生徒会で全校生徒にアンケ
ートをするときにも、タブ
レットだと回答も集計も時
間が掛からずでき、結果も
すぐに知らせることができ
るので、とても便利です

生徒会活動にもお役立ち

授業で学んだことを基に、イン
ターネット検索も活用し、自分
の考えを発展させます

課題を提出するとモニターに映
すことができ、効率よく確認す
ることができます

３時間目は社会の授業です。経済分野の学習で、価格の変化が
持つ意味について学びます。授業の前半は、プリントを使って
確認したり、互いに教え合ったりして、後半はタブレットで自
分の考えをまとめます。

実験した結果を写真に収めます。
写真を撮ることで考えを深める
ことに時間を使えます

撮った写真も見ながら、実験結
果について記録し、個人で考察
をまとめます

３年生の２時間目は理科の授業です。
太陽の１日の動きについてモデル実験
を行い、その結果をタブレットを使い
まとめます。実験の結果を写真で記録
し、分かったことや考察を入力して、
レポート形式で提出します。授業の前
半は、グループで実験を行い、確認し
ながら作業を進め、後半は、個人でタ
ブレットに整理します。

朝日中の取り組み　―３年生・全体（中学校）

特集
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市職員の給与などの概要をお知らせします

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

●期末・勤勉手当（令和３年度支給割合）

区分
鶴岡市 国

６月期 12月期 計 ６月期 12月期 計

期末手当 1.275月分 1.275月分 2.55月分 1.275月分 1.275月分 2.55月分

勤勉手当 0.9月分 0.9月分 1.8月分 0.95月分 0.95月分 1.9月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置
…有 同左

●退職手当（令和 2 年度）

区分 自己都合 応募認定・定年

支
給
率

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分

その他の
加算措置 定年前早期退職特例措置…有

１人当たり
平均支給額 1,943万円

（注）１ �本市は、山形県市町村職員退職手当  組合に
加入し、国の制度と同様です。

　　２ �平均支給額は、令和２年度に退職した普通
会計に係る職員に支給された平均額です。

●職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （令和３年４月１日現在）

区分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 337,748円 43.9歳

技能職 332,647円 52.3歳

（注）�平均給料月額とは、職種ごとの職員の基本給の平均です。

●特別職の報酬等の状況（令和３年４月１日現在）

区分 令和３年度月額 区分 令和３年度
支給割合

給料

市長 914,000円
(独自減額後515,163円）

期末
手当

市長

６月期
1.625月分

12月期
1.625月分

計
3.25月分

副市長 718,000円 副市長

教育長 635,000円 教育長

病院事業管理者 635,000円 病院事業管理者

報酬

議長 510,000円 議長

副議長 470,000円 副議長

議員 445,000円 議員

※数値は、令和３年度公務員給与実態調査（令和３年４月実施）等によるものです。

■問本所職員課☎35‐1159

（48）

　

１
月
11
日
、
除
雪
費
を
５
・
６
億
円
か
ら

14
・
１
億
円
と
す
る
専
決
処
分
を
行
っ
た
。

本
市
の
除
雪
費
用
は
、
平
成
29
年
度
約
20
億

円
、
30
年
度
14
億
円
、
令
和
元
年
度
８
億
円
、

2
年
度
19
億
円
で
あ
り
、
比
較
的
雪
の
少
な

か
っ
た
令
和
元
年
度
を
除
け
ば
、
毎
年
10
億

円
を
超
え
て
い
る
。
市
建
設
部
土
木
課
を
中

心
と
す
る
除
雪
対
策
本
部
で
は
気
が
抜
け
な

い
日
々
が
続
く
。

　

市
の
委
託
業
者
に
よ
っ
て
市
道
の
除
雪
が

行
わ
れ
て
も
、
道
路
か
ら
玄
関
先
ま
で
の
除

雪
を
ど
う
す
る
か
、
ど
こ
の
町
内
会
で
も
悩

み
が
多
い
。
各
地
域
で
様
々
な
工
夫
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
今
回
は
、
大
塚
町
の
ボ
ラ
パ

ー
マ
ン
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
た
い
。
高

齢
者
世
帯
の
除
雪
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ
く
立

ち
上
が
っ
た
大
塚
町
の
ボ
ラ
パ
ー
マ
ン
。
市

で
は
、
自
分
た
ち
の
街
を
力
を
合
わ
せ
て
守

り
た
い
ボ
ラ
パ
ー
マ
ン
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

配
慮
が
必
要
な
世
帯
と
し
て
情
報
提
供
が
あ

っ
た
対
象
家
屋
に
つ
い
て
、
除
雪
業
者
が
可

能
な
限
り
置
き
雪
を
少
な
く
す
る
取
り
組
み

を
平
成
30
年
度
か
ら
試
行
し
て
き
た
。
ま
た
、

除
雪
対
策
本
部
へ
の
危
険
箇
所
の
通
報
、
凍

結
防
止
剤
の
散
布
な
ど
に
も
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
き
た
。
昨
年
度
の
豪
雪
時
に
は
雪
の

置
き
場
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
や
、
大

き
な
機
械
で
の
細
か
な
作
業
の
限
界
も
明
ら

か
に
な
っ
た
が
、
今
後
も
大
塚
町
の
共
助
の

取
り
組
み
を
支
援
し
、
お
互
い
に
で
き
る
こ
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市職員の給与などの概要をお知らせします

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

●人件費の状況（令和２年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（R3.3.31現在） 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率

（Ｂ／Ａ）
令和元年度の
人件費率

123,146人 910億8,801万円 2億8,408万円 104億3,944万円 11.4％ 12.9％

（注）人件費には、共済費及び特別職に支給される給料、報酬等も含みます。

●部門別職員数（各年度４月１日現在）

区分
職員数（人）

増減
令和２年度 令和３年度

一般
行政

議 会 8 8 0
総 務 218 218 0
税 務 69 68 △�1
労 働 2 2 0
農 林 水 産 100 98 △�2
商 工 38 35 △�3
土 木 90 90 0
民 生 134 135 1
衛 生 93 91 △�2
小 計 752 745 △ 7

特別
行政

教 育 179 171 △ 8
消 防 207 207 0
小 計 386 378 △ 8

普通会計合計 1,138 1,123 △15

公営
企業
等

病 院 651 666 15
水 道 29 29 0
下 水 道 29 29 0
そ の 他 60 59 △�1
小 計 769 783 14
総合計

（普通会計+公営企業等） 1,907 1,906 △�1

「地方公務員法」及び「鶴岡市人事行
政の運営等の状況の公表に関する条
例」に基づき、職員の給与、職員数等
の概要をお知らせします。詳細は市
HPで公開しています。

●職員給与費の状況（令和３年度普通会計予算）

職員数（Ａ） 給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） １人当たりの
給与費（Ｂ／Ａ）

1,190人 47億2,418万円 ９億3,017万円 18億8,126万円 75億3,561万円 633万円

（注）１ 職員手当には、退職手当を含みません。　２ 令和３年度当初予算に計上された一般職の額です。
　　���３ 会計年度任用職員の給与等は含みません。

と
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

１
月
５
日
、
長
寿
祝
賀
事
業
と
し
て
、
１

０
０
歳
の
賀
詞
を
贈
呈
す
る
た
め
に
4
人
の

方
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
た
。
最
初
の
訪
問
先

は
、
共
に
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻

だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
賀
詞
を
お
渡
し
し
て

き
た
が
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
と
い
う
の
は
私
に

と
っ
て
は
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
旦
那
様

か
ら
今
で
も
書
い
て
い
る
と
い
う
達
筆
の
書

を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
奥
様
へ
の
感
謝
の
言

葉
を
伺
っ
た
。
次
に
訪
問
し
た
方
は
、
今
で

も
野
菜
を
作
り
、
毎
朝
仏
壇
を
掃
除
し
て
い

る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
最
後
に
訪
問
し

た
方
は
、
保
健
・
医
療
に
関
係
す
る
お
仕
事

を
さ
れ
て
き
た
方
で
、
若
い
頃
か
ら
の
健
康

意
識
が
長
寿
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
感

じ
た
。

　

１
月
４
日
に
発
表
さ
れ
た
宝
島
社
の
「
住

み
た
い
田
舎
」
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い

て
、
鶴
岡
市
は
、「
若
者
世
代
・
単
身
者
」「
子

育
て
世
代
」「
シ
ニ
ア
世
代
」
の
3
部
門
で

東
北
エ
リ
ア
で
２
位
（
１
位
は
い
ず
れ
も
秋

田
市
）
と
な
っ
た
。
市
で
は
、
土
木
職
の
社

会
人
経
験
者
の
採
用
に
関
し
、
県
外
在
住
者

を
受
験
要
件
と
す
る
募
集
を
年
末
年
始
に
掛

け
て
行
っ
た
。
地
元
の
建
設
業
界
が
育
成
し

た
人
材
が
市
役
所
に
流
出
し
て
し
ま
う
と
い

っ
た
声
に
も
配
慮
し
た
も
の
だ
っ
た
。
移
住

・
定
住
の
促
進
を
官
民
連
携
し
て
更
に
進
め

て
行
き
た
い
。

 

「
認
め
合
い
、
助
け
合
っ
て
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
市
民
憲
章

の
言
葉
の
よ
う
に
、
寒
い
冬
、
そ
し
て
第
６

波
を
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。
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福
祉
・
年
金

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

　

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
4
民
生
区
（
第
四
学
区
）
…
成
田
公
子

（
青
柳
町
〈
東
〉）

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

国
民
年
金
保
険
料
の 

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
40
年
間
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
年
金
が
減
額
さ
れ
た

り
、
万
が
一
の
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
っ

た
り
す
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。　

　

ま
た
、
保
険
料
の
一
部
免
除
（
４
分
の
３

・
半
額
・
４
分
の
１
免
除
）
の
承
認
を
受
け

た
期
間
は
、
免
除
後
の
保
険
料
額
を
納
め
な

い
と
、
受
給
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
ず
、
受

け
取
る
年
金
額
に
も
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
の
追
納　

納
付
猶

予
や
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
受
給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
受

け
取
る
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
将
来
、
受
け
取
る
年
金
額
を

増
や
す
た
め
に
、
免
除
や
納
付
猶
予
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
を
、
10
年
前
の
分
ま
で
遡

っ
て
納
付
（
追
納
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

た
だ
し
、
納
付
対
象
月
の
属
す
る
年
度
の
翌

々
年
度
を
過
ぎ
る
と
、
加
算
金
が
付
き
ま
す
。

市役所等に勤務する令和４年度鶴岡市会計年度任用職員を募集します
■問①事務・窓口、健康・福祉・介護…本所職員課☎35‐1159

②子育て・保育…本所子育て推進課☎35‐1291
　③教育・学校…管理課（櫛引庁舎）☎57‐4861

④上下水道…上下水道部総務課☎23‐7731

■任用期間

　４月１日～来年３月31日
　※職種によって異なります。

■勤務条件等

▲

 勤務時間　
　１週間当たり37時間30分以内
　���※���職種によって勤務時間・勤務場所・勤務形態等
が異なります。

▲

報酬
▷週当たりの勤務時間が一定の職…月額報酬
▷�週当たりの勤務時間が一定でない職…時給報酬
※�上記のほか、通勤手当を支給。勤務条件に応じて、
期末手当を支給。健康保険、厚生年金保険及び雇
用保険に加入。

▲

 休暇　
　�勤務条件に応じて、年次有給休暇と特別休暇（有
給と無給）を付与

▲
 事務・窓口（①）…事務補助　等

▲

 健康・福祉・介護（①）…事務補助、看護師、栄
養士　等

▲

 子育て・保育（②）…保育士、保育補助員、調理
員　等

▲  

教育・学校（③）…一般・学校事務補助、学校司
書、学校技能士、学校給食作業員、調理員　等

▲

上下水道（④）…事務補助　等

■申込書・募集一覧の交付
▲

�本所職員課、各地域庁舎総務企画課で交付
▲ �

市HP「人事・職員採用」からダウンロードする
こともできます

■申込み受付・応募書類提出先

▲

  申込み受付　
　�２月14日○月までに次の書類を直接または郵送で
提出してください（書類は返却しません）
　・鶴岡市会計年度任用職員申込書兼経歴書
　・�資格を証明する書類の写し（資格を要する職種
の場合のみ）

▲  

  提出先
　①�本所職員課（〒997‐8601市内馬場町９‐25）
　②本所子育て推進課（同上）
　③�管理課（〒997‐0346市内上山添字文栄100）
　④�上下水道部総務課（〒997‐0819市内のぞみ
町2‐10）

■選考

　

�書類審査を一次選考とし、一次選考に合格した方
を対象に面接を行います（面接日時は個別に連絡）。
選考結果は３月下旬頃までにお知らせします

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■募集職種・業務内容
　＜詳細は募集一覧をご覧ください＞
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住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

こ
ん
な
と
き
は
国
民
年
金
の

加
入
、
変
更
の
手
続
き
を
！

▼
会
社
員
（
被
用
者
年
金
加
入
者
）
と
そ
の

配
偶
者　

▽
被
用
者
年
金
を
や
め
た
と
き

■持
退
職
年
月
日
を
証
明
す
る
書
類
（
離
職
票

等
）、
年
金
手
帳　

▽
配
偶
者
の
扶
養
か
ら

外
れ
た
と
き　

■持
扶
養
か
ら
外
れ
た
日
を
証

明
す
る
書
類
、
年
金
手
帳

▼
学
生
、
無
職
の
方
、
自
営
業
者
の
方
等　

▽
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
（
死
亡
一
時

金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
る
場
合
あ

り
）、
国
外
転
出
や
受
け
取
る
年
金
額
を
増

や
す
た
め
に
任
意
加
入
す
る
と
き
〈
☆
〉、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
（
学
生
納
付

特
例
や
免
除
申
請
を
す
る
と
き
）〈
☆
〉　

■持

年
金
手
帳

▼
共
通　

■申
14
日
以
内
に（
☆
は
速
や
か
に
）

鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本
所

国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て

２
月
は
児
童
手
当
の 

支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
は
、
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
3
回
（
６
月
・

10
月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
２
月
に
支

給
さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
昨
年
10
月
～
今
年

１
月
分
で
、
２
月
15
日
○火
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
35
‐
１
２
９
１
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

３
月
１
日
○火
～
７
日
○月
は 

子
ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す

　

ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
感
染
症

か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
た
め
、
毎
年
こ
の
時

期
に
日
本
医
師
会
等
が
主
催
し
て
い
ま
す
。

協
力
医
療
機
関
（
２
月
中
旬
に
市
HP
に
掲
載

予
定
）
で
は
、
期
間
中
、
ふ
だ
ん
よ
り
受
け

や
す
い
日
時
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
受
け
忘

れ
て
い
る
予
防
接
種
が
な
い
か
、
母
子
健
康

手
帳
で
確
認
し
、
こ
の
機
会
に
済
ま
せ
ま
し

ょ
う
（
接
種
の
際
は
医
療
機
関
に
要
予
約
）。

▼
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
に
つ

い
て　

修
学
旅
行
や
留
学
、
進
学
、
就
職
等

の
際
に
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を

２
回
済
ま
せ
て
い
る
こ
と
の
証
明
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
風
し
ん
は

妊
娠
初
期
の
妊
婦
が
感
染
す
る
と
、
生
ま
れ

て
く
る
子
供
に
障
害
が
残
る
先
天
性
風
し
ん

症
候
群
を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

子
供
の
将
来
の
た
め
に
も
、
定
期
接
種
の
対

象
期
間
内
に
必
ず
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１

生
活
・
そ
の
他

人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
ま
ち
に

動
物
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い

　

犬
や
猫
等
の
愛
護
動
物
を
虐
待
し
た
り
捨

て
た
り
（
遺
棄
）
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
。

　

飼
い
主
は
「
命
あ
る
も
の
」
で
あ
る
動
物

を
、
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
生
涯
飼
育
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
動
物
に

子
供
が
生
ま
れ
、
飼
え
な
い
か
ら
と
み
だ
り

に
捨
て
て
し
ま
う
と
、
住
居
や
庭
を
荒
ら
す

な
ど
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
繁
殖
を
望
ま
な
い
場

合
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
不
妊
・

去
勢
手
術
を
し
て
、
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

飼
え
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
新
た
な

飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
庄
内
保
健
所

☎
66
‐
４
７
４
８
で
は
、
新
た
な
飼
い
主
を

探
す
た
め
の
掲
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１

油
や
有
害
物
質
の
流
出
に
注
意
！　

水
質
汚
濁
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
油
や
有
害
物
質
が
側

溝
・
堰
（
水
路
）・
河
川
に
流
出
す
る
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

▼
主
な
原
因　

▽
灯
油
の
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か

ら
ポ
リ
容
器
等
へ
の
小
分
け
時　

▽
事
業
所

や
工
場
敷
地
か
ら
の
排
水
（
洗
車
水
や
設
備

機
械
か
ら
の
油
漏
れ
等
）　

▽
交
通
事
故
で

の
車
の
破
損
に
よ
る
燃
料
漏
れ
等

▼
発
生
す
る
と　

河
川
等
の
水
は
農
業
用
水

な
ど
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
や
、
生
態
系
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
油
漏
れ
等
の
責
任
は
原
因
と
な
っ

た
者
が
負
う
こ
と
に
な
り
、
被
害
の
補
償
等

を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

油
等
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
、

良
好
な
水
環
境
の
維
持
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

　住民税非課税世帯及び家計急変世帯の世帯主に対し、
現金10万円を給付します。

■対①住民税非課税世帯…令和３年12月10日時点で、
　　世帯全員の令和３年度の住民税が非課税の世帯
　②家計急変世帯…新型コロナウイルス感染症の影響
　　で、令和３年１月～４年９月の任意の１か月の収
　　入が、住民税非課税基準相当まで減少した世帯
　※ただし、①②とも世帯全員が、住民税が課税され
　　ている他の親族等に扶養されている場合を除く。
■申①対象と思われる方に、１月末に確認書をお送りし
　　ています。内容を確認し、返信してください
　②９月30日○金まで随時申請を受け付けます。詳し
　　くは市HPをご覧ください

■問本所子ども・生活支援給付金等対策室☎25‐2111内線332
　

新型コロナウイルス感染症

山形県PCR自主検査センターを開設します

　２月１日○火から、同院にPCR自主検査センターを開
設します。検査は完全予約制で、前日までに申込みが
必要です。鼻咽頭拭い液の採取によって検査します。

■日月曜～金曜日（祝日を除く）
　午前10時～正午、午後１時～４時
■対次の全てに該当する方
　①県内居住者または県内居住者に準ずると認められ
　　る方（県内の事業所に勤務している方、県内の実
　　家に帰省している方 等）
　②感染者の濃厚接触者でない方
　③無症状の方（発熱等の症状がない方）
■費5,000円（税込み）

■申荘内病院医事課☎26‐5111内線6118（月曜～金曜日　
　〈祝日を除く〉午前９時～午後５時）または同院HPへ

申込みフォーム↑
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税の申告はお早目に！　３月15日○火まで

２
月
は「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
」

ム
リ
な
く
楽
し
く
省
エ
ネ
を
！

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換

に
は
、
無
駄
を
省
い
て
、
我
慢
を
し
な
く
と

も
快
適
に
生
活
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
、
省
エ
ネ
、

エ
コ
で
賢
い
選
択
「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
」
に
、

無
理
の
な
い
範
囲
で
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

▼「
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
」
の
例　

▽
肌
寒
い

と
き
は
１
枚
余
分
に
着
る　

▽
暖
房
は
室
温

20
度
を
目
安
に
温
度
調
節
す
る　

▽
丈
の
長

い
厚
目
の
カ
ー
テ
ン
で
冷
気
の
侵
入
を
防
ぐ　

▽
暖
房
機
器
や
電
気
製
品
の
不
必
要
な
つ
け

っ
ぱ
な
し
を
し
な
い　

▽
電
気
・
ガ
ス
・
石

油
機
器
等
を
買
う
と
き
は
省
エ
ネ
性
能
の
高

い
も
の
を
選
ぶ　

▽
冷
蔵
庫
内
は
季
節
に
合

わ
せ
て
温
度
を
調
節
し
、
物
を
詰
め
込
み
過

ぎ
な
い　

▽
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
は
小
ま
め
に

止
め
る　

▽
車
の
運
転
で
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

を
実
践
し
て
燃
費
効
率
を
上
げ
る

■問
本
所
環
境
課
☎
35
‐
１
２
４
７

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
際
、

そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
で
国
か
ら
市
町
村
に
伝

え
ら
れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試

験
放
送
が
あ
り
ま
す
の
で
、
災
害
等
と
間
違

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
２
月
16
日
○水
午
前
11
時
頃　

■
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
→
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

■問本所課税課☎35‐1172

申告・納税期限

▷所得税等、贈与税…３月15日○火
▷個人事業者の消費税等…３月31日○木
※�所得税等、消費税等は振替納付ができます。振替
納付日は、所得税等が4月21日○木、消費税等が
26日○火です。

国税庁ホームページで確定申告書が作成できます

▷電子申告（e-Tax）または印刷して郵送等で提出
　することで税務署へ行かずに申告ができます。
▷�スマートフォンからの電子申告（e-Tax）が更に
　簡単・便利になりました。右の二次元
　コードで「確定申告書等作成コーナー」
　にアクセスしてください。

申告書や申請書等には、マイナンバーの記載が必要です

▷�申告書等の税務関係書類には、マイナンバー（個
人番号）の記載が必要です。また、申告書等の提
出時には、本人確認書類の提示または写しの添付
が必要です。
▷�過去の申告手続き等で、マイナン
　バーを記載した申告書等を税務署
　に提出している場合であっても、
　申告書等の提出の都度、マイナン
　バーの記載が必要です。

所得税の確定申告をする方へ

「医療費控除の明細書」の添付が必要です

▷��医療費の領収書の添付または提示だけでは、確定
申告で医療費控除を受けることができません。「医
療費控除の明細書」を添付してください。
▷�一定の項目が記載された医療費通知を添付するこ
とで「医療費控除の明細書」の記載を簡略化でき
る場合があります。

確定申告に関する相談

■問鶴岡税務署☎22‐1401（音声案内に従い「０」を
　選択してください。確定申告電話相談センターに
　つながります）
■他申告書作成会場（エスモール２階「イベント広場」）
　に入場するには整理券が必要です。詳細は国税庁
　  HPをご覧ください

エスモールの申告書作成会場で
マイナンバーカードの
申請ができます
■日毎週火曜・木曜日
　午前10時～正午
■持通知カード、本人確認書類
■問本所市民課☎35‐1194
■他会場で顔写真撮影可。通知
　カードがない場合は要相談

マイナポイント第２弾実施中！
この機会にぜひカードを申請してね！

マイナポイント第２弾HPはこちら↑

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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税の申告はお早目に！　３月15日○火まで

テ
ス
ト
で
す
」
３
回
→
「
こ
ち
ら
は
、
防
災

つ
る
お
か
で
す
」
→
チ
ャ
イ
ム
音　

■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
35
‐
１
２
０
４

軽
自
動
車
等
の
廃
車
・
名
義

変
更
の
届
出
は
お
早
目
に

▼
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
賦
課
期
日
は

４
月
１
日
で
す　

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自

動
車
、
小
型
二
輪
車
等
を
廃
車
・
譲
渡
す
る

方
、
ま
た
相
続
し
た
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
手
続

き
が
必
要
で
す
。
３
月
末
は
窓
口
が
混
み
合

い
ま
す
。
早
目
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
…

本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
６
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

▽
軽
自
動
車
…
軽

自
動
車
検
査
協
会
（
三
川
町
）
☎
０
５
０
‐

３
８
１
６
‐
１
８
３
６　

▽
軽
二
輪
車
・
小

型
二
輪
車
…
山
形
運
輸
支
局
庄
内
自
動
車
検

査
登
録
事
務
所
（
三
川
町
）
☎
０
５
０
‐
５

５
４
０
‐
２
０
１
４

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
６　

■他
軽
自

動
車
・
小
型
二
輪
車
に
関
す
る
問
合
せ
の
際

は
車
検
証
を
ご
用
意
く
だ
さ
い

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

■内
遊
具
の
整
備（
外
内
島
住
民
会
）

■問
本
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎

35
‐
１
２
０
３

▼
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業

■内
消
防
団
員
用
装
備
（
消
防
用
ホ

ー
ス
60
本
）
の
整
備　

■問
消
防
本

部
警
防
課
☎
22
‐
８
３
２
０

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

※表の予約電話番号は予約受付期間のみ通話可能です。
※羽黒地域の申告会場が昨年度の会場から変更になりました。

市・県民税の申告をする方へ

■本所課税課と各地域庁舎に申告書提出ポストを設置します
　市・県民税申告書と確定申告書を提出することができます。
確定申告書はそのまま鶴岡税務署に送付しますので、本人控え
は入れないでください。なお、受付印を押すことはできません。
■設置期間（土曜・日曜日、祝日を除く）
　２月16日○水～３月15日○火午前９時～午後４時

　税の申告は、その内容が市・県民税、
国民健康保険税の算定や、所得・課税証
明書などの資料となる大切なものです。
　市では、市・県民税申告の義務がある
方と所得確認が必要な方に、申告書を１
月27日に発送しました。

申告書は郵送での提出にご協力ください！

　お送りした申告書に同封されている
返信用封筒に、次の書類等を入れて、
切手を貼って郵送してください。

・必要事項を記入した申告書
・�控除証明書等（社会保険料、生命保険料などの証
明書、医療費控除の明細書等）
・�本人確認書類の写し

申告会場での感染拡大防止対策にご協力ください

　マスクの着用や手指消毒等にご協力ください。当
日は、発熱やせき等の症状がある場合は来場をお控
えください。また、来場できなくなったときは、予
約した申告会場に必ず電話で連絡してください。

全ての申告会場が完全予約制です

　前日までに予約が必要です。当日は、申告書と必
要書類、本人確認書類（★）をお持ちください。ま
た、営業や農業の収支計算、医療費控除の明細書へ
の記入等を済ませてからお越しください。
■申告期間（土曜・日曜日、祝日を除く）
　２月16日○水～３月15日○火午前９時～午後４時
■予約受付期間（土曜・日曜日、祝日を除く）
　２月７日○月～３月14日○月午前９時～午後４時
■申告会場

期　　間 会　　場 予約電話番号
２月16日○水～３月15日○火 市役所本所２階201会議室 ☎29‐2093
２月16日○水～３月２日○水 藤島庁舎３階大会議室

☎29‐2126
３月３日○木～15日○火 羽黒庁舎２階会議室
２月16日○水～３月２日○水 櫛引庁舎１階第１会議室

☎29‐2145
３月３日○木～15日○火 朝日庁舎４階大会議室
２月16日○水～３月15日○火 温海庁舎５階501会議室 ☎43‐2876

�★本人確認書類…「マイナンバーカード」または「マ
　イナンバーが確認できる書類と身元確認書類」

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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温海 塞土祭

県指定無形民俗文化財の山戸能。無病息
災や五穀豊じょうを祈り、式三番、番能
「賀茂」などが奉納上演されました。

１.16

＜山五十川公民館＞

藤島 親子そば打ち体験教室

渡前小の児童親子７組がそば打ちに挑戦。
こねたり、伸ばしたり、切ったり、親子
で協力して作ったそばの味は格別です。

12.18

＜渡前地区地域活動センター＞

櫛引 庄内たがわ農協青年部・横浜市立青木小オンライン交流

同小の授業で「庄内の農業」が紹介された
ことに始まる縁。児童が櫛引産米や果物
の感想を伝えるなど、親交を深めました。

12.15

＜櫛引庁舎＞

で き ご と

ま ち の

ト ピ ツ ク ス

つほ と

羽黒 ミニ門松作り教室

12.20

＜広瀬地区地域活動センター＞

「新年も元気に楽しく過ごせるように」と
願いを込めて。選んだ飾りをバランス良
く配置し、オリジナル門松を作りました。

鶴岡 日本海寒鱈まつり

新型コロナウイルス感染防止のため持ち
帰り制で実施。熱々の寒だら汁の鍋から
立ち上る湯気と香りが食欲をそそります。

１.16

＜鶴岡銀座商店街＞

※撮影のためマスクを外しています。

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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中
央
公
民
館　

早
春
文
化
展

■日
２
月
25
日
○金
～
28
日
○月
午
前
10
時
～
午
後

４
時
（
28
日
は
午
後
２
時
ま
で
）　

■内
市
民

が
趣
味
で
制
作
し
た
作
品
等
の
展
示　

■場
・

■問
同
館
☎
25
‐
１
０
５
０

朝
日
東
部
地
区
大
網
・
田
麦
俣

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示

■日
２
月
26
日
○土
～
３
月
４
日
○金
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時　

■場
大
網
地
区
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー　

■問
朝
日
東
部
地
区
自
治
振
興
会
☎

54
‐
６
５
４
６

星
と
音
楽
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム 

『
ス
タ
ー
リ
ー
ナ
イ
ト
』

■日
２
月
26
日
○土
・
27
日
○日

午
前
10
時
・
11
時
30
分
、

午
後
２
時　

■対
庄
内
地
域

在
住
の
中
学
生
以
上
の
方

込
み
）、
ウ
ェ
ル
カ
ム
雪
だ
る
ま
等　

■問
朝

日
庁
舎
産
業
建
設
課
内
「
同
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」
事
務
局
☎
53
‐
２
１
２
０　

■他
市
HP

つ
る
お
か
森
の
時
間 

お
も
し
ろ
冬
芽
の
観
察
会

■日
２
月
20
日
○日
午
前
８
時
10
分
～
午
後
３
時

30
分
（
市
役
所
本
所
集
合
）　

■場
ケ
ヤ
キ
の

森　

■定
20
人
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ

ん
）　

■内
植
物
の
冬
芽
観
察
、
樹
名
板
作
り

等　

■費
高
校
生
以
上
…
５
０
０
円　

中
学
生

以
下
…
３
０
０
円　

■申
２
月
１
日
○火
～
７
日

○月
に
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
本
所
環
境
課
☎
35

‐
１
２
４
７
へ　

■他
荒
天

時
は
内
容
変
更

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念 

琵
琶
演
奏
会

■日
２
月
20
日
○日
午
後
２
時　

■場
致
道
博
物
館　

■定
先
着
30
人　

■申
錦
心
流
琵
琶
全
国
一
水
会

鶴
岡
支
部

き
る
人
々
の
な
り
わ
い
‐
」
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
あ
り
（
■時
午
後
１
時
30
分
）

▼
サ
ム
ラ
イ
ゆ
か
り
の
シ
ル
ク

　

△

松
ヶ
岡

開
墾
場
内
雪
灯
篭
、
蚕
室
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

■日
２
月
11
日
○金
～
13
日
○日
日
没
～
午
後
８
時　

■問
松
ヶ
岡
産
業
㈱
内
「
松
ヶ
岡
地
域
振
興
会

議
」
事
務
局
☎
64
‐
１
３
３
１　

△

松
ヶ
岡

開
墾
記
念
館
無
料
開
放　

■日
２
月
11
日
○金
～

13
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■問
同
館
☎

62
‐
３
９
８
５

▼
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落　

△

善
寳
寺

無
料
拝
観　

■日
２
月
13
日
○日
午
前
９
時
～
午

後
３
時　

■申
同
寺
☎
33
‐
３
３
０
３

▼
鶴
岡
３
つ
の
日
本
遺
産
パ
ネ
ル
・
シ
ル
ク

ド
レ
ス
等
展
示　

■日
２
月
９
日
○水
～
16
日
○水　

■場
市
役
所
本
所
１
階
ロ
ビ
ー　

■問
本
所
政
策

企
画
課
☎
35
‐
１
１
８
４

地
元
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
自
慢
の
一
品
が
並
び
ま
す 

山
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

■日
２
月
６
日
○日
午
前
10
時
30
分
～
午
後
２
時

■費
１
皿
１
０
０
円
（
持
ち
帰
り
の
み
）　

■場

・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

月
山
あ
さ
ひ
雪
ま
つ
り
２
０
２
２

■日
２
月
13
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■場

月
山
あ
さ
ひ
博
物
村
等　

■内
雪
ん
こ
ち
ゃ
ん

に
大
変
身
（
■費
２
０
０
円
）、あ
さ
ひ
屋
台
村
、

雪
つ
り
橋
散
歩
、
幸
福
の
フ
キ
ま
じ
な
い
体

験
、
ゴ
ジ
ラ
坂
け
っ
つ
滑
り
、
巨
大
熊
ス
ト

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト（
有
料
）、
月
山
ダ
ム
見
学
ツ

ア
ー（
要
申
込
み
）、
か
ん
じ
き
de
雪
歩
き
体

験
、
冬
の
手
仕
事
体
験
教
室
（
有
料
、
要
申

催
し

湯
殿
山
ス
キ
ー
場 

ス
キ
ー
子
供
の
日

■日
シ
ー
ズ
ン
終
了
ま
で
の
毎
月
第
３
日
曜
日　

■内
小
学
生
以
下
リ
フ
ト
無
料　

■問
同
ス
キ
ー

場
☎
54
‐
６
４
５
０　

■他
未
就
学
児
は
シ
ー

ズ
ン
を
通
し
て
リ
フ
ト
無
料

２
月
13
日（
に
ほ
ん〈
２
〉い
さ
ん〈
13
〉）
は
日
本
遺
産
の
日 

日
本
遺
産
ウ
ィ
ー
ク
in
鶴
岡

▼
出
羽
三
山
生
ま
れ
か
わ
り
の
旅　

△

い
で

は
文
化
記
念
館
無
料
開
放　

■日
２
月
13
日
○日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時　

■問
同
館
☎
62

‐
４
７
２
７　

■他「
山
伏
と
山
立
‐
山
に
生

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎35‐1117へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。

グーグル
フォーム

開館10周年特別企画展〈『蟬しぐれ』の魅力〉関連イベント

朗読会 藤沢周平の世界『蟬しぐれ』

■日　時　３月20日○日午後１時30分
■会　場　荘内神社参集殿
■対　象　�県内在住の方200人（応募多数

の場合は抽せん）
■朗　読　 青山友紀 氏（山形放送アナウ

ンサー）
■作　品　『蟬しぐれ』より
　　　　　「刺客」
　　　　　「蟬しぐれ」
■応募方法
　 ▽郵送
　　�はがき（１枚につき１人）に、氏名・
住所・電話番号をご記入の上、同館（〒
997‐0035市内馬場町４‐６）へ。

　 ▽来館
　　同館の受付で、所定の用紙に記入。
■応募締切　２月18日○金（当日消印有効）
　※応募は１人につき１枚限り有効。
　※�３月４日頃に当せん者に入場券を郵送。

■問藤沢周平記念館☎29‐1880

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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各
回
先
着
25
人　

■内
当
日
の
星
空
を
星
や
星

座
に
ま
つ
わ
る
歌
と
と
も
に
紹
介　

■費
中
学

生
…
１
０
０
円　

高
校
生
以
上
…
２
０
０
円　

■場
・
■申
２
月
８
日
○火
か
ら
中
央
公
民
館
☎
25

‐
１
０
５
０
へ

白
甕
社 
春
季
展

■日
２
月
26
日
○土
～
３
月
６
日
○日
午
前
10
時
～

午
後
５
時
（
６
日
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
白
甕
社

（
佐
藤
）
☎
33
‐
０
２
８
０

映
画
上
映
会　

追
悼
瀬
戸
内
寂
聴 

『
金
子
文
子
と
朴
烈
』

■日
２
月
26
日
○土　

■時
①
午
後
１
時
30
分　

②

午
後
６
時
30
分　

■場
①
櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー　

②
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■費
１
、

０
０
０
円
（
学
生
無
料
）　

■問
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画
上
映
実
行
委
員
会

郷
土
資
料
館
歴
史
講
演
会 

「
薩
摩
藩
邸
焼
き
討
ち
事
件
と
そ
の
関
係
者
の
評
価
」

■日
３
月
５
日
○土
午
後
２
時　

■定
70
人　

■師
岩

立
将
史
氏
（
中
央
大
学
文
学
部
兼
任
講
師
）　

■場
・
■申
図
書
館
本
館
☎
25
‐
５
０
１
４

大
鳥
で
残
雪
か
ん
じ
き
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
体
験

■日
３
月
６
日
○日
午
前
10
時　

■場
大
鳥
地
区　

■定
先
着
20
人　

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円

中
学
生
以
下
…
１
、０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
２
月
８
日
○火
～
25
日
○金
に
大
鳥
自
然
の
家

７
時

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
‐
４
７
８
９
）　

■日

２
月
10
日
○木
、
３
月
10
日
○木
午
後
７
時　

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
‐
４

３
１
１
）　

■日
２
月
15
日
○火
午
後
２
時
30
分
、

３
月
15
日
○火
午
後
７
時

▼
共
通　

■対
中
学
生
以
上　

■費
３
１
０
円

■他
要
予
約
。
利
用
資
格
証
は
４
施
設
共
通

が
ん
患
者
と
家
族
の
交
流
会 

ほ
っ
と
広
場

■日
２
月
19
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
先
着
20
人

■内
保
健
師
に
よ
る
ミ
ニ
講
話
と
太
極
拳　

■師

叶
野
真
弓
氏　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

２
本
の
専
用
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
全
身
運
動 

水
中
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

■日
２
月
26
日
○土
午
前
10
時
45
分　

■場
ス
パ
ー

ル　

■定
先
着
25
人　

■内
水
深
１
・
２
ｍ
の
プ

ー
ル
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

■師
福
﨑
千
穂
氏

（
中
京
大
学
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
教
授
）　

■費
５

０
０
円　

■持
水
着
等　

■申
２
月
18
日
○金
ま
で

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ

て
く
て
く
健
康「
里
山
あ
る
き
」

▼
雪
上
か
ん
じ
き
ウ
ォ
ー
ク
～
た
ら
の
き
代

か
ら
雪
の
庄
内
を
望
む
～　

■日
２
月
27
日
○日

午
前
８
時
50
分
（
櫛
引
た
ら
の
き
代
ス
キ
ー

場
駐
車
場
集
合
。
送
迎
バ
ス
は
午
前
８
時
15

分
に
市
役
所
本
所
発
〈
要
予
約
。
■定
先
着
35

人
〉）　

■場
た
ら
の
き
代
ス
キ
ー
場
駐
車
場

→
リ
フ
ト
乗
車
→
た
ら
の
き
代
地
区
→
起

点
（
５
㎞
）　

■対
深
雪
を
歩
く
こ
と
が
で
き

る
健
康
な
方
50
人　

■費
大
人
…
１
、
０
０
０

円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■持
か
ん
じ

き
（
貸
出
し
あ
り
。
要
予
約
）、
ス
キ
ー
用

ス
ト
ッ
ク
等　

■申
２
月
14
日
○月
～
21
日
○月
に

ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１
へ　

■他
小
学

生
以
下
保
護
者
同
伴

認
知
症
を
理
解
す
る
教
室

■日
３
月
５
日
○土
午
前
10
時　

■場
羽
黒
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内
講
演
「
認
知
症
を
知

る
～
認
知
症
か
な
と
思
っ
た
ら
～
」
兼
子
美

智
子
氏
（
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
）　

■申

３
月
３
日
○木
ま
で
本
所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐

４
１
８
０
へ

緩
和
ケ
ア
市
民
公
開
講
座

■日
３
月
５
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
い
ろ
り

火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
（
三
川
町
）　

■定
先

着
２
０
０
人　

■内「
死
に
ゆ
く
人
の
心
に
寄

り
そ
う
～
最
期
ま
で
家
で
過
ご
す
と
い
う
こ

と
」
玉
置
妙
憂
氏
（
大
慈
学
苑
）　

■申
荘
内

病
院
内
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡

・
三
川
☎
26
‐
５
１
８
０

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集 

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

■日
毎
週
土
曜
日
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
総

合
体
育
館　

■費
１
万
５
、
０
０
０
円
（
月
払

い
２
、
０
０
０
円
）、
別
途
年
間
登
録
料
２
、

０
０
０
円　

■申
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
☎
25
‐
８

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

☎
55
‐
２
９
４
６
へ　

■他
無
料
送
迎
バ
ス
運

行（
市
役
所
本
所
発
着〈
要
予
約
。
■定
13
人
〉）。

小
学
生
以
下
保
護
者
同
伴

邦
楽
邦
舞
合
同
公
演 

芸
能
の
つ
ど
い

■日
３
月
６
日
○日
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館

■
出
演
団
体　

ゲ
ス
ト
…
子
ど
も
文
化
ク
ラ

ブ　

日
本
舞
踊
…
藤
靜
会　

謡
曲
…
宝
生
流

鶴
岡
五
雲
会
、
庄
内
謡
曲
愛
好
会　

詩
吟
…

日
本
九
重
流
鶴
城
清
吟
会　

尺
八
…
荘
内
竹

道
会
、
琴
古
流
尺
八
鶴
岡
竹
友
会　

琵び

わ琶
…

錦
心
流
琵
琶
全
国
一
水
会
鶴
岡
支
部　

■費
大

人
…
５
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
無
料　

■問

社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６

７

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ 

利
用
資
格
講
習
会

■日
２
月
18
日
○金
、
３
月
２
日
○水
・
18
日
○金
午

後
７
時　

■対
高
校
生
以
上　

■費
３
１
０
円

■場
・
■申
藤
島
体
育
館
☎
64
‐
２
１
４
３

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム 

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
‐
８
１
３

１
）　

■日
２
月
14
日
○月
、
３
月
７
日
○月
午
後

７
時
、
２
月
26
日
○土
、
３
月
19
日
○土
午
前
10

時
30
分

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
‐
２
１
４
３
）　

■日

２
月
・
３
月
の
毎
週
2
回　

■時
午
後
２
時
・
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身
体
測
定　

■師
上
野
和
佳
氏
（
チ
ャ
イ
ル
ド

ヨ
ガ
プ
レ
イ
ス
ク
ー
ル
天
使
の
輪
は
れ
ぐ

み
）　

■申
２
月
１
日
○火
か
ら

▼
小
学
生
集
ま
れ
!
和
菓
子
作
り
に
挑
戦
！

■日
２
月
19
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■対
小
学
生

先
着
10
人　

■師
本
間
三
英
氏
（
住
吉
屋
菓
子

舗
）　

■費
５
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
等　

■申

２
月
２
日
○水
か
ら

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

ま
ん
ま
ル
ー
ム
２
月
の
講
座 

「
子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
」

■日
２
月
22
日
○火
午
前
10
時
30
分　

■定
10
組　

■師
市
立
保
育
園
長　

■場
・
■申
２
月
１
日
○火
か

ら
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５
へ

施
設
の
催
し

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
庄
内
の
美
術
家
た
ち
17　

昭
和
の
日
本
画

家　

太
田
大
仙
子
・
真
島
元
枝
・
成
澤
翠
映　

■日
2
月
５
日
○土
～
３
月
６
日
○日
午
前
９
時
～

午
後
５
時　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

高
校
生

・
大
学
生
…
１
０
０
円　

▽
学
芸
員
に
よ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

■日
２
月
13
日
○日
・
27

日
○日
午
前
10
時
、
午
後
２
時　

■定
各
回
10
人　

■申
２
月
５
日
○土
か
ら
各
日
前
日
ま
で

▼
み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！
つ
る
お
か
こ
ど
も
美

術
館
２
０
２
２　

■日
2
月
11
日
○金
～
23
日
○水

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

■内
今
年
度
卒
園
す

る
園
児
が
作
っ
た
作
品
を
展
示

▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ
絵
ガ
ラ
ス
コ
ー
ナ
ー　

前
９
時
45
分
・
11
時　

②
３
月
18
日
○金
午
前

10
時　

■対
未
就
園
児
（
①
令
和
３
年
２
月
～

７
月
生
ま
れ　

②
３
年
３
月
～
８
月
生
ま

れ
）
と
そ
の
保
護
者
各
回
先
着
25
組　

■内
①

離
乳
食
の
話
（
■師
市
栄
養
士
）　

②
触
れ
合

い
遊
び　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
２
月
８
日

○火
～
22
日
○火　

②
３
月
２
日
○水
～
15
日
○火

▼
ハ
ッ
ピ
ー
♥
ホ
リ
デ
ー
（
自
由
来
館
型
遊

び
場
な
か
よ
し
広
場
休
日
午
前
開
放
）　

■日

３
月
12
日
○土
午
前
９
時
～
正
午

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
同
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

南
部
児
童
館 

み
な
っ
く
る

▼
み
な
っ
く
る
で
遊
ぼ
う
！
マ
マ
＆
親
子
ヨ

ガ　

■日
２
月
18
日
○金
午
前
10
時　

■対
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
先
着
10
人　

■内
親
子
ヨ
ガ
、

１
３
１　

■他
ラ
ケ
ッ
ト
貸
出
し
あ
り

令
和
４
年
度
鶴
岡
市
ス
ポ
ー
ツ

団
体
（
ク
ラ
ブ
）
登
録
制
度

　

年
間
を
通
じ
た
定
期
的
な
活
動
の
場
の
確

保
を
目
的
と
す
る
制
度
で
す
。
登
録
団
体
に

は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
用
調
整
会
議
（
４

か
月
に
１
回
）
を
案
内
し
ま
す
。

■対
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体

（
ク
ラ
ブ
）　

■申
鶴
岡
市
体
育
協
会
☎
24
‐
５

０
６
０子

育
て
・
子
供
向
け

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■日
２
月
９
日
・
16
日
、
３
月
２
日
・
９
日
・

16
日
・
23
日
・
30
日
の
水
曜
日
午
前
10
時
～

正
午　

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ

♥

ふ
る
）　

■対
市
内
在
住
の
授
乳
期
の
母
親

■持
母
子
健
康
手
帳
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
外
出
に

必
要
な
も
の（
授
乳
用
品
・
お
む
つ
等
）　

■申

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋　

■日
①
２
月
15
日

○火　

②
３
月
７
日
○月　

■時
午
前
10
時　

■対
未

就
園
児
（
①
令
和
３
年
８
月
～
10
月
生
ま
れ　

②
３
年
９
月
～
11
月
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護

者
、
初
め
て
出
産
を
迎
え
る
妊
婦
各
日
先
着

25
組　

■内
触
れ
合
い
遊
び　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
２
月
９
日
○水
ま
で　

②
２
月
16
日
○水
～

３
月
２
日
○水

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場　

■日
①
２
月
28
日
○月
午

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

山響 山形交響楽団 庄内定期演奏会
第30回鶴岡公演

３月 24 日（木）  午後７時 開演　
荘銀タクト鶴岡 大ホール

（開演15分前から出演者によるプレ・コンサート・トークを予定）

圧倒的なサウンドを生み出す名指揮者 藤岡幸夫 ＆
吹奏楽に旋風を巻き起こす俊英 上野耕平　鶴岡に！

■出演　　　　 

■入場料（全席指定・税込）
《一般》Ａ席 4,800円　Ｂ席 4,300円　Ｂペア 7,400円
《学生》Ｂ席 2,100円（24歳以下／購入時に要学生証）
※未就学児は入場不可。

■演目
ディーリアス：小管弦楽のための2つの小品より
　　　　　　　第1番 “春を告げるかっこうを聞いて ”
イベール：室内小協奏曲
グラズノフ：アルト・サクソフォン協奏曲�変ホ長調�
　　　　　　作品109
メンデルスゾーン：交響曲�第 3番�イ短調
　　　　　　　　　「スコットランド」作品56

■予約・問合せ
山響チケットサービス☎023‐616‐6607

（土曜・日曜日、祝日を除く午前10時～午後５時）

■チケット販売
チケットぴあ、山響事務局、荘銀タクト鶴岡、八文字屋
鶴岡店、おんがくハウス、みずほ八文字屋、希望ホール 

【指揮】藤岡幸夫

©S.Ohsugi

【サクソフォン】上野耕平

©Shin�Yamagishi
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生
以
下
…
８
０
０
円　

■申
①
２
月
17
日
○木
ま

で　

②
25
日
○金
ま
で

▼
共
通　

■定
各
日
先
着
25
人　

■持
軽
食
等　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１　

■他
ス
ノ

ー
シ
ュ
ー
・
ス
ト
ッ
ク
の
貸
出
し
あ
り

致
道
博
物
館

▼
先
賢
を
偲
ぶ
会　

■日
２
月
13
日
○日
午
後
２

時　

■内
西
郷
隆
盛
と
菅
実
秀
を
祭
る
祭
礼
と

講
演
会

▼
歴
史
の
扉　

鶴
ヶ
岡
城　

‐
守
り
、
働
き
、

暮
ら
す
拠
点
‐　

■日
２
月
19
日
○土
～
４
月
10

日
○日
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

■内
鶴
ヶ
岡
城

の
歴
史
、
城
下
町
の
様
子
を
紹
介

▼
共
通　

■費
大
人
…
８
０
０
円　

学
生
…
４

０
０
円　

小
・
中
学
生
…
３
０
０
円　

■場
・

■問
同
館
☎
22
‐
１
１
９
９

講
座
・
講
習
会

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や 

２
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ス
イ
ー
ツ
教
室　

バ
レ
ン

タ
イ
ン
に
ケ
ー
キ
ポ
ッ
プ
作
り　

■日
２
月
12

日
○土
午
前
10
時　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
プ
ロ
も
習
う
花
蔵
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室　

■日
２
月
13
日
○日
午
後
１
時
30

分　

■費
２
、
５
０
０
円

▼
日
本
料
理
わ
た
な
べ　

美
味
し
い
日
本
料

理
教
室　

■日
２
月
19
日
○土
午
前
10
時　

■費
３
、

０
０
０
円

▼
稲
わ
ら
で
有
機
大
豆
を
使
っ
た
納
豆
作
り　

■日
２
月
26
日
○土
午
後
１
時　

■費
１
、
５
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
同
市
場
☎

64
‐
３
０
９
３

起
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー 

実
践
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
編（
全
５
回
）

■日
２
月
９
日
・
16
日
、
３
月
２
日
・
９
日
・

16
日
の
水
曜
日
午
後
６
時
45
分　

■定
10
人　

■内
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
や
起
業
初
期
に

必
要
な
経
営
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
学
ぶ　

■場
・

■申
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０

０　

■他「
鶴
岡
市
新
規
創
業
促
進
助
成
金
」

受
給
対
象
講
座

乙
種
防
火
管
理
講
習
会

■日
２
月
17
日
○木　

■場
・
■申
２
月
７
日
○月
ま
で

消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２
へ　

■他

申
込
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各

分
署
に
設
置
。
講
習
会
終
了
後
、
防
火
管
理

届
出
書
類
作
成
サ
ポ
ー
ト
開
催

特
別
栽
培
農
産
物
認
証
事
業
説
明
会 

有
機
農
産
物
生
産
行
程
管
理
者
等
講
習
会

▼
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
事
業
説
明
会　

■日

２
月
24
日
○木
午
前
10
時　

■対
鶴
岡
Ⅰ
型
・
Ⅱ

型
等
特
別
栽
培
農
産
物
認
証
申
請
予
定
の
市

内
生
産
者

▼
有
機
農
産
物
生
産
行
程
管
理
者
等
講
習
会

■日
２
月
24
日
○木
午
後
１
時
30
分　

■対
生
産
行

程
管
理
責
任
者
及
び
格
付
担
当
者
、
新
規
申

請
予
定
の
市
内
生
産
者

▼
共
通　

■場
藤
島
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

■日
2
月
19
日
○土
午
前
10
時
・
11
時　

■対
幼
児

～
小
学
校
低
学
年
と
そ
の
保
護
者
各
回
先
着

15
人　

■費
１
０
０
円　

■申
２
月
８
日
○火
～
18

日
○金　

■他
汚
れ
て
も
よ
い
格
好
で
参
加
く
だ

さ
い
。
技
法
の
指
導
は
行
い
ま
せ
ん

▼
共
通　

■場
・
■問
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

☎
29
‐
０
２
６
０

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
入
浴　

■日
毎
週
月
曜
～
金
曜
日　

■時

女
湯
…
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分
　
男
湯

…
午
後
１
時
～
3
時
30
分
　
■費
２
０
０
円

▼
棋
楽
会　

■日
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
午
後
１

時
～
４
時
30
分

▼
健
康
相
談　

■日
２
月
10
日
・
17
日
、
３
月

３
日
の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分

▼
編
み
物
教
室　

■日
２
月
14
日
・
21
日
、
３

月
14
日
・
28
日
の
月
曜
日
午
後
１
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６創

造
の
森
交
流
館

▼
歩
く
ス
キ
ー
練
習
会　

■日
２
月
12
日
○土
・

26
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■内
か
か
と
が
上
が

る
ス
キ
ー
靴
を
履
い
て
雪
の
上
を
散
歩　

■場

・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５　

■他
ス
キ
ー
用

具
の
貸
出
し
あ
り
（
要
予
約
）

自
然
学
習
交
流
館 

ほ
と
り
あ

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
マ
コ
モ
の
石
け
ん
づ

く
り
」　

■日
２
月
12
日
○土
午
前
10
時　

■定
15

人　

■費
寄
附
制
（
５
０
０
円
以
上
）　

▼
自
然
観
察
会
「
ほ
と
り
あ
周
辺
の
冬
芽
観

察
会
」　

■日
２
月
26
日
○土
午
前
９
時　

■定
15

人　

■費
寄
附
制
（
３
０
０
円
）　

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

と
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
」　

■日
２
月
26
日
○土
午

前
10
時
30
分

▼
ほ
と
り
あ
学
習
発
表
会　

■日
３
月
５
日
○土

午
前
９
時
～
正
午　

■内
小
学
生
、
ほ
と
り
あ

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
等
の
発
表　

■他
予
約

不
要

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

地
域
循
環
共
生
圏
の
つ
く
り
方
～
環
境
で
地

域
を
元
気
に
す
る
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）　

■日
３
月
12
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■定
30
人

■師
佐
々
木
真
二
郎
氏
（
環
境
省
大
臣
官
房
環

境
計
画
課
企
画
調
査
室
長
）　

■費
寄
附
制（
５

０
０
円
以
上
）

▼
共
通　

■場
・
■申
各
日
2
日
前
ま
で
同
館
☎

33
‐
８
６
９
３
へ

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
月
山
ガ

イ
ド
協
会
共
催
）　

■日
①
２
月
12
日
○土　

②

３
月
５
日
○土　

■時
午
前
７
時
30
分
（
同
セ
ン

タ
ー
集
合
）　

■場
①
追
立
山
周
辺
（
庄
内
町
）　

②
北
月
山
荘
周
辺
（
同
）　

■師
同
協
会
ス
タ

ッ
フ
等　

■費
２
、
５
０
０
円
（
昼
食
代
等
）　

■申
①
２
月
10
日
○木
ま
で　

②
25
日
○金
ま
で

▼
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ　

■日
①
２

月
19
日
○土　

②
27
日
○日　

■時
午
前
９
時
（
同

セ
ン
タ
ー
集
合
）　

■師
同
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア　

■費
大
人
…
１
、
５
０
０
円　

中
学

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ
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■問
藤
島
庁
舎
エ
コ
タ
ウ
ン
室
☎
64
‐
５
８
０

３
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

陶
芸
教
室

■日
２
月
20
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
同
セ
ン

タ
ー　

■定
16
人　

■内
手
び
ね
り
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
作
品
を
制
作　

■費
５
０
０
円　

■申
２
月
10

日
○木
ま
で
温
海
生
涯
学
習
振
興
会
☎
43
‐
４

４
１
１
へ　

■他
３
月
６
日
○日
に
ゆ
う
薬
掛
け

を
実
施
。
HP

英
語
特
別
講
座 

英
語
を
使
っ
て
世
界
の
人
と
つ
な
が
ろ
う
！　

■日
２
月
27
日
○日
午
後
１
時　

■対
高
校
生
以
上

20
人　

■費
２
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
２
月
５

日
○土
～
20
日
○日
に
出
羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐

３
６
０
０
へ

中
央
公
民
館
市
民
講
座 

今
か
ら
取
り
組
も
う
！
防
災
講
座（
全
３
回
）

■日
３
月
８
日
○火
・
15
日
○火
・
22
日
○火
午
後
７

時　

■対
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
先
着

20
人　

■師
米
川
努
氏
（
明
治
安
田
生
命
山
形

支
社
）　

■場
・
■申
２
月
４
日
○金
～
28
日
○月
に

同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

女
性
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▼
短
期
講
座
「
楽
し
く
巻
い
て
美
味
し
い
笹

巻
き
」　

■日
３
月
２
日
○水
午
前
10
時　

■対
市

内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務

の
方
先
着
15
人　

■師
伊
藤
照
子
氏　

■費
１
、

２
５
０
円　

▼
子
育
て
応
援
講
座
「
シ
ニ
ア
世
代
の
た
め

の
ご
っ
と
さ
ん
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
講
座
」　

山
大
農
学
部
市
民
交
流
農
園

新
規
入
園
者
募
集

■
使
用
期
間　

４
月
上
旬
（
開
園
式
後
）
～

11
月
末　

■
募
集
区
画
数　

①
11
区
画
（
約

40
㎡
）　

②
２
区
画
（
約
80
㎡
）　

■費
１
区
画

①
年
間
３
、
０
０
０
円　

②
年
間
５
、
０
０

０
円　

■場
・
■申
２
月
７
日
○月
～
28
日
○月
に
同

学
部
企
画
広
報
室
☎
28
‐
２
９
１
１
へ

起
業
・
経
営
休
日
相
談
会

■日
２
月
６
日
○日
、
３
月
６
日
○日
午
後
２
時　

■対
起
業
準
備
者
・
予
定
者
、
概
ね
創
業
3
年

以
内
の
経
営
者　

■内
創
業
（
事
業
）
計
画
策

定
、
事
業
資
金
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、

会
社
設
立
等
の
起
業
・
創
業
に
関
す
る
悩
み
、

課
題
の
解
決
を
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー

ト　

■場
・
■問
庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23

‐
２
２
０
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
・ 

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■日
２
月
18
日
・
25
日
、
３
月

４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
、

４
月
１
日
の
金
曜
日
午
後
１

時
15
分
・
２
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定

各
回
先
着
２
人　

■対
若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

…
40
歳
未
満
の
方
と
そ
の
家
族　

■内
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談
…
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、
気
分

が
沈
ん
で
元
気
が
な
い　

若
者
ひ
き
こ
も
り

相
談
…
社
会
参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出
な

い　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２

７
３
１　

■日
３
月
７
日
○月
午
後
２
時　

■対
市
内
、
三
川

町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
先
着

20
人　

■師
後
藤
敬
子
氏
（
ご
っ
と
助
産
院
院

長
）

▼
共
通　

■場
・
■申
２
月
３
日
○木
～
18
日
○金
に

同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０
へ

募
集
・
相
談
・
そ
の
他

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念 

宝
生
流
能
楽
公
演 

連
吟
参
加
者
募
集

　

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
で
開
催
す
る
能
楽
の
公

演
で
、
謡
曲
を
２
人
以
上
で
唄
う
連
吟
に
参

加
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
初
心
者
も
歓
迎

し
ま
す
。

■対
小
学
生
以
上
50
人　

■
公
演
日
時　

６
月

14
日
○火
午
後
６
時　

■
稽
古
日　

３
月
～
５

月
の
平
日
夕
方
に
月
１
回
程
度
開
催　

■師
宝

生
流
能
楽
師　

■場
・
■申
庄
内
能
楽
館
鶴
岡
教

室
☎
23
‐
３
１
３
６

入
居
時
期
は
３
月
下
旬 

県
営
住
宅
２
月
募
集

■
募
集
住
宅　

▽
東
部
１
号
、
茅
原
２
号

（
Ｂ
）・（
Ｃ
）、
城
南
１
号
（
Ａ
）、
末
広
２

号
（
Ａ
）・（
Ｂ
）・（
Ｃ
）、
末
広
３
号
（
Ｃ
）

…
各
１
戸　

▽
城
南
１
号
（
Ｂ
）、
城
南
２

号
（
Ａ
）、
末
広
１
号
（
Ａ
）・（
Ｂ
）、
末
広

３
号
（
Ａ
）
…
各
２
戸　

▽
東
部
２
号
、
東

部
３
号
…
各
３
戸　

■申
２
月
２
日
○水
～
８
日

○火
に
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎

66
‐
３
２
１
０
へ　

■他
抽
せ
ん
会
は
２
月
16

日
○水

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

■日２月25日○金 午前10時～午後０時30分　■場庄内町ギ
ャラリー温泉町湯　■対０歳児とその母親先着10組（最
少催行組数６組）　■内ベビーマッサージ、託児しての
温泉入浴等　■費2,500円　■申２月18日○金 まで同温泉☎
0234‐43‐2222へ

ベビーマッサージ教室 in 町湯●庄内町

●酒田市

◆正月公演　■日２月15日○火 ・17日○木 　■場黒森日枝神社
境内　■時・■内午前10時…少年太鼓「四季 黒森」「風」、
神事、神楽、三番叟　正午…少年歌舞伎「青砥稿花紅彩
画」より稲瀬川勢揃いの場　午後１時…本狂言「本朝廿
四孝」より山本勘助住家の場、謙信舘十種香の場　■定
150人　
◆酒田公演　■日３月６日○日 　■場希望ホール　■時・■内正午
…少年太鼓　午後０時30分…少年歌舞伎「青砥稿花紅
彩画」より稲瀬川勢揃いの場　１時30分…本狂言「本朝
廿四孝」より山本勘助住家の場、謙信舘十種香の場　■費
前売り券500円（当日券は200円増し）　■前売り券取
扱い　２月１日○火 から酒田市総合文化センター、酒田市
役所地下売店、希望ホール等ヘ　
◆共通　■問酒田市社会教育文化課内「黒森歌舞伎保存会」
事務局☎0234‐24‐2994

黒森歌舞伎公演



20

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決 

住
宅
相
談
会

■日
①
２
月
22
日
○火　

②
３

月
23
日
○水　

■時
午
前
10
時

～
11
時　

■場
①
市
役
所
本

所
４
階
ロ
ビ
ー　

②
同
別

棟
第
５
会
議
室　

■内
住
宅

新
築
・
増
改
築
、
耐
震
診

断
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
、
高
齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ
ス
等　

■問
本
所

建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す 

債
務
・
相
続
に
関
す
る
無
料
相
談
会

■日
２
月
26
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■対

市
内
、三
川
町
、庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務

の
方
先
着
８
人　

■場
・
■申
２
月
25
日
○金
ま
で

東
北
労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７

図
書
館
本
館 

休
館
の
お
知
ら
せ

　

特
別
図
書
整
理
期
間
の
た
め
、
２
月
７
日

○月
～
16
日
○水
は
休
館
し
ま
す
。
返
し
忘
れ
て

い
た
図
書
館
の
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
早
急
に

お
返
し
く
だ
さ
い
。
休
館
中
は
返
却
ポ
ス
ト

に
返
却
で
き
ま
す
。

■問
同
館
☎
25
‐
２
５
２
５　

■他
各
分
館
は
通

常
ど
お
り
開
館

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問 

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
該
当
地
区　

三
光
町
５
番
・
８
番
～
11
番　

■
調
査
時
期　

準
備
調
査
…
２
月　

本
調
査

…
４
月
か
ら
１
年
間　

■問
山
形
県
統
計
企
画

課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１
８
７

１
頭（
羽
）で
も
愛
玩
用
を
含
む
家
畜
を

飼
っ
て
い
る
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
に
よ

っ
て
、
毎
年
２
月
１
日
の
飼

育
状
況
を
県
に
報
告
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
（
畜
産
業
の

方
は
報
告
不
要
）。

■
対
象
動
物　

牛
、
水
牛
、
馬
、
鹿
、
綿
羊
、

ヤ
ギ
、
豚
（
ミ
ニ
豚
を
含
む
）、
イ
ノ
シ
シ
、

鶏
（
シ
ャ
モ
、
チ
ャ
ボ
、
ウ
コ
ッ
ケ
イ
を
含

む
）、ア
ヒ
ル
（
ア
イ
ガ
モ
、
フ
ラ
ン
ス
ガ
モ

を
含
む
）、ウ
ズ
ラ
、キ
ジ
、
ダ
チ
ョ
ウ
、
ホ

ロ
ホ
ロ
鳥
、
七
面
鳥　

■
連
絡
先　

庄
内
総

合
支
庁
家
畜
保
健
衛
生
課
☎
68
‐
２
１
５
１

公
益
信
託
「
荘
内
銀
行
ふ
る

さ
と
創
造
基
金
」

■内
令
和
４
年
度
中
に
行
う
学
校
教
育
的
・
社

会
教
育
的
・
文
化
的
な
活
動
に
助
成　

■申
２

月
18
日
○金
ま
で
申
請
書
を
同
行
ふ
る
さ
と
創

造
基
金
事
務
局
☎
０
２
３
‐
６
２
６
‐
９
０

０
６
へ　

■他
HP

福
祉
の
し
ご
と 

オ
ン
ラ
イ
ン
求
人
説
明
会

■日
２
月
11
日
○金
午
後
１
時
～
４
時　

■場
マ
リ

カ　

■内
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ア
プ
リ
を
使
っ
た
市
内
・

三
川
町
の
福
祉
事
業
所
５
社
の
求
人
情
報
説

明
・
個
別
面
談　

■申
山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
３
３
‐
７
７
３
９　

■他

会
場
ま
た
は
自
宅
で
参
加

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP ＝ホームページ

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　�
　本所総務課�☎35‐1117

相
続
人
に
な
り
ま
し
た
。
ど
こ

に
相
談
し
た
ら
い
い
で
す
か

　

親
族
が
亡
く
な
り
相
続
人
に
な
り
ま
し

た
。
相
続
す
る
際
に
は
、
何
を
確
認
し
、

ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
す
る
の
か
な
ど
、

詳
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

相
続
の
手
続
き
な
ど
の
相

談
は
総
合
相
談
室
へ

　

相
続
と
は
、
人
が
死
亡
し
た
と
き
に
、

そ
の
人
が
所
有
し
て
い
た
財
産
を
一
定
の

親
族
関
係
の
あ
る
者
が
受
け
継
ぐ
こ
と
で

す
。
対
象
と
な
る
財
産
は
預
貯
金
や
建
物

・
土
地
な
ど
の
プ
ラ
ス
の
財
産
だ
け
で
な

く
、
借
金
や
保
証
債
務
等
の
マ
イ
ナ
ス
の

財
産
も
含
ま
れ
ま
す
。

 
「
遺
言
書
」
が
あ
る
場
合
は
原
則
と
し
て

そ
の
内
容
に
従
っ
て
相
続
さ
れ
ま
す
が
、

な
い
場
合
は
民
法
に
従
い
相
続
さ
れ
ま
す
。

▼
相
続
に
必
要
と
な
る
手
続
き　

相
続
人

の
確
認
、
相
続
財
産
・
債
務
等
の
把
握
、

遺
産
分
割
協
議
と
協
議
書
作
成
、
金
融
機

関
で
の
名
義
変
更
や
解
約
、
法
務
局
で
の

QＡ

相
続
登
記
等

▽
相
続
放
棄
を
す
る
場
合
…
３
か
月
以
内

に
家
庭
裁
判
所
に
申
述
書
を
提
出

▽
相
続
税
が
発
生
す
る
場
合
…
10
か
月
以

内
に
税
務
署
に
申
告
・
納
税

　

詳
し
く
は
、
鶴
岡
市
総
合
相
談
室
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
総
合
相
談
室
っ
て
ど
ん
な
所
？

　

総
合
相
談
室
は
、
市
役
所
本
所
１
階
に

あ
り
、
電
話
・
来
所
の
ど
ち
ら
で
も
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
、

匿
名
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
。

　

相
談
室
で
は
受
け
た
相
談
に
つ
い
て
、

解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
該
当
す
る
部
署
に

つ
な
い
だ
り
、
よ
り
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
必
要
な
場
合
に
は
弁
護
士
・
司
法
書

士
な
ど
の
専
門
家
や
、
裁
判
所
、
公
証
役

場
、
法
務
局
な
ど
の
公
的
な
機
関
を
紹
介

し
た
り
し
ま
す
。

●
主
な
相
談
内
容　

▽
家
事
関
係
（
相
続
、

夫
婦
・
親
子
関
係
等
）　

▽
金
銭
関
係
（
貸

借
、
債
務
等
）　

▽
福
祉
・
医
療
関
係
（
生

活
、
高
齢
者
、
障
害
、
医
療
等
）　

▽
近

隣
・
環
境
関
係　

▽
教
育
関
係　

▽
土
地

・
建
物
関
係　

▽
労
働
関
係

●
開
設
日
時　

月
曜
～
金
曜
日
（
祝
日
は

除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時 

●
電
話
番
号　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１

２
０
‐
８
６
６
‐
２
９
４　

　

１
人
で
悩
ま
ず
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

も
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
本
所
市
民
課
〉
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《人口と世帯》（令和３年12月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：122,203人
　　 （男：58,611人、女：63,592人）
　世帯数：49,355世帯

鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒 997‐8601

（メールアドレス）
（窓口受付時間）

〒 999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

↑ホームページは
こちらから

↑フェイスブックは
こちらから

↑ツイッターは
こちらから

↑ラインは
こちらから

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215 火曜～土曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00
教 育 相 談（学校教育 ･ 就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～17：00
〃　　（ 青 少 年 の 健 全 育 成 ） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00 ～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30 ～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎35‐1291
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 ら し に 関 す る 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　２/４～３/３
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎35‐1194 ８日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 25日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎62‐2111 15日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎57‐2111 ３月２日○水10：00～12：00・産直あぐり
朝日庁舎総務企画課☎53‐2113 15日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎43‐4611 24日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎35‐1194 17日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎35‐1194 ４日○金13：30～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 12日○土 9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　２/４～３/３
■問健康課（にこ♥ふる）☎25‐2731

月　日 受付時間 会　場
２.12○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ

〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃
16○水 9：00 ～ 11：00 市役所上下水道部

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日＞　　　　　     ①  9：00 ～ 12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00 ～ 21：00
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00 ～ 21：30
　・診療科　内科、小児科、外科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。
●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00 ～ 12：00

 ②  13：00 ～ 15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎25‐2731

　　　 受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください。

　　　新型コロナウイルス感染症の検査・診察はできません。
！

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ



【 

令
和
４
年
2
月
１
日
発
行 

】

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

広
報
つ
る
お
か　

令
和
４
年
2
月
号

黒
川
能
と
王
祇
祭

　

櫛
引
地
域
の
黒
川
地
区
に
伝
わ
り
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
黒
川
能
。
そ
の
歴
史
は

古
く
、
遅
く
と
も
室
町
時
代
後
期
に

は
始
ま
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
来
、
５
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、

春
日
神
社
の
氏
子
た
ち
に
よ
っ
て
大

切
に
受
け
継
が
れ
、
現
在
も
年
４
回

の
例
祭
で
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
厳
寒
の
２
月
１
日
・
２

日
に
行
わ
れ
る
「
王
祇
祭
」
は
最
も

重
要
な
お
祭
り
。
１
日
早
朝
に
神
霊

が
宿
る
王
祇
様
を
当
屋
に
迎
え
、
夕

方
か
ら
幼
児
の
大
地
踏
で
奉
納
が
始

ま
り
、
式し
き
さ
ん
ば

三
番
、
能
五
番
、
狂
言
四

番
と
、
夜
を
徹
し
て
演
じ
ら
れ
ま
す
。

酒
井
家
と
黒
川
能

　

元
禄
２
年
（
１
６
８
９
）
10
月
、

４
代
藩
主
酒
井
忠た
だ
ざ
ね真
公
か
ら
、
城
中

で
黒
川
能
を
観
覧
し
た
い
と
い
う
打

診
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時

は
村
の
困
窮
で
黒
川
能
自
体
が
衰
退

し
て
い
る
時
代
。
能
役
者
は
両
座
合

わ
せ
て
約
60
人
、
演
じ
ら
れ
る
能
も

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

歴
史
に
見
る
黒
川
能
の
む
か
し
む
か
し

■問合せ　本所政策企画課☎35‐1184　■監　修　黒川能の里 王祇会館
■出　典　『櫛引町史 黒川能史編』、『黒川能狂言百番』、黒川能保存会ホームページ 等

十
番
ほ
ど
、
狂
言
を
演
じ
ら
れ
る
役

者
は
お
ら
ず
、
登
城
の
際
の
着
衣
も

満
足
に
用
意
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
実
情
を
藩
に
伝
え
、

能
の
上
演
に
掛
か
る
費
用
等
の
貸
与

を
願
い
出
る
と
、
藩
は
そ
れ
を
了
承
。

翌
元
禄
３
年
（
１
６
９
０
）
１
月
25

日
に
、
忠
真
公
の
御
前
で
の
黒
川
能

上
演
が
実
現
し
ま
す
。
式
三
番
と
能

七
番
を
演
じ
、
狂
言
は
鶴
岡
の
町
人

が
行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
忠
真
公

か
ら
は
、
米
百
俵
と
能
道
具
な
ど
が

褒
美
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

以
降
も
元
治
２
年
（
１
８
６
５
）

ま
で
に
10
回
ほ
ど
城
中
で
上
演
し
て

お
り
、
そ
の
都
度
、
能
道
具
等
の
褒

美
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
、
現
在
、
県
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
物
も
あ
り
、
今
も
舞

台
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。▲県指定重要文化財

　「狩衣（萌黄地桐に隅入角に
　鳳凰の丸模様）」

　（春日神社所有）

黒
川
能
の
再
興

　

城
中
で
の
上
演
は
、
黒
川
能
が
広

く
知
ら
れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
黒
川
の
人
々
に
と
っ
て

大
き
な
励
ま
し
と
な
り
、
黒
川
能
の

再
興
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
時
は
勢
い
を
失
っ
た
黒
川
能
で

す
が
、
酒
井
家
の
支
援
や
黒
川
の
人

々
の
努
力
が
重
な
っ
て
、
現
在
で
は
、

三
百
番
の
能
と
、
二
百
番
の
狂
言
を

演
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

時
代
に
合
わ
せ
少
し
ず
つ
形
を
変

え
な
が
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
黒
川
能
に
は
、
神
事
と
し
て
の
厳

格
さ
と
精
神
、
伝
統
が
息
づ
い
て
い

ま
す
。

▲「蝋燭能」の様子。ほのかな光の中での能
　は、500年前に先人が見たで
　あろう光景を思わせてくれる
　　　 

◎
YouTubeはこちら→

           （写真：三浦一喜／NPOやまいろ）

■問合せ　社会教育課（櫛引庁舎）☎57‐4868

　昨年末、山形地方裁判所鶴岡支部西側（市内馬
場町５‐23付近）の道路整備工事現場から、約
30個の金

きんぼういし

峯石（花こう岩類）が出土しました。
　これは鶴ヶ岡城二の丸大手門前の馬

うまだし

出に使われ
ていた石積みの遺構であると推定されています。

「馬出」とは、城の出入口前に敵を引き付け、城
兵との挟み打ちを狙う防御拠点のことで、明治９
年に鶴ヶ岡城が取り壊されてからは、絵図でしか
その存在を知ることができませんでした。
　酒井家庄内入部400年の節目に当たって城の遺
構が見つかったことで、より一層の機運の高まり
が期待されます。今後は出土した石の活用につい
て検討していきます。

幕末の鶴ヶ岡城
絵図（※１）

▲出土した金峯石 ▲大手門前想像図（※２）

※１ 出典『城下町鶴岡』 ／※２ 出典『図録 庄内の歴史と文化』：春水という画工が古写真を元に描いたもので、必ずしも正確とは言えません。

鶴ヶ岡城の「馬出」と思われる遺構が見つかりました。
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